
　
評
価
で
事
業
を
改
善

　

政
策
評
価
は
、
町
長
、
副
町
長
、
事
業

担
当
課
に
よ
る
自
己
評
価
を
行
う
「
内
部

評
価
」
と
町
民
目
線
の
客
観
的
な
評
価
と

提
言
を
行
う「
外
部
評
価
」に
よ
り
進
め
ら

れ
ま
す
。

　

年
度
の
半
期
を
終
え
た
9
月
ま
で
の
事

業
実
施
状
況
に
対
す
る
評
価
と
し
て
11
月

ま
で
に
行
わ
れ
、
12
月
か
ら
始
ま
る
次
年

度
の
予
算
編
成
や
、
新
規
施
策
の
企
画
立

案
に
い
か
さ
れ
ま
す
。

　

継
続
的
に
事
業
を
改
善
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル（
左
図
参
照
）に
よ
る
実
効
性
の

あ
る
事
業
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
欠
か

せ
な
い
仕
組
み
で
す
。

　
評
価
の
流
れ

　

政
策
評
価
の
対
象
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
ま
ち
の
最
上
位
計
画

「
第
６
次
総
合
計
画
」に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
事
務
事
業
で
す
。

　

始
め
に
一
次
内
部
評
価
と
し
て
、
事
業

担
当
課
が
事
業
ご
と
に
設
定
し
た
活
動
指

標
お
よ
び
成
果
指
標
の
実
績
を
把
握
し
ま

す
。
次
に
、
前
年
度
の
評
価
で
出
た
改
善

内
容
や
現
状
の
課
題
を
検
証
し
、
今
後
の

実
施
方
針
を
提
示
し
た
う
え
で
、
判
定
を

決
定
し
ま
す
。

　

続
い
て
、
二
次
内
部
評
価
で
は
、
副
町

長
が
一
次
内
部
評
価
結
果
を
踏
ま
え
、
改

善
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
事
業
な

ど
を
対
象
に
事
業
担
当
課
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
判
定
を
決
定
し
ま
す
。

　

一
方
、
外
部
評
価
で
は
、
公
募
町
民
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
政
策
評
価
委
員
会
が
特

に
関
心
の
高
い
事
業
を
選
定
し
、
一
次
内

部
評
価
や
二
次
内
部
評
価
の
結
果
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
町
民
目
線
で
評
価
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
判
定
と
改
善
策
の
提
案
な
ど

を
報
告
書
に
ま
と
め
最
終
評
価
前
に
町
長

へ
提
言
し
ま
す
。

　

最
終
内
部
評
価
で
は
、
町
長
が
二
次
内

部
評
価
と
外
部
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、

特
に
検
討
を
要
す
る
事
業
を
対
象
に
最
終

的
な
判
定
を
決
定
し
ま
す
。

政策評価
　町では、総合計画の施策目標に基づき実施する計画事業の進捗状況や現状
の課題、成果などを評価・検証し、次年度への改善につなげる政策評価を平
成 20 年度から実施しています。このほど、平成 27 年度の政策評価結果がま
とまりましたので、実施概要とあわせてお知らせします。

まちの事業をしっかりチェック !

　
今
年
度
の
評
価
結
果

　

27
年
度
は
下
表
の
と
お
り
１
８
０
事
業

に
つ
い
て
評
価
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
部
評
価
で
は
、
こ
の
う
ち
、
１
４
８

事
業
に
つ
い
て「
計
画
通
り
進
め
る
」と
判

定
し
、32
事
業
が「
改
善
検
討
」ま
た
は「
抜

本
的
見
直
し
」と
な
り
ま
し
た
。

　

政
策
評
価
委
員
会
に
よ
る
外
部
評
価
で

は
、「
改
善
を
伴
う
継
続
」と
さ
れ
た
の
は

1
事
業
で
、「
休
・
廃
止
検
討
」と
さ
れ
た

事
業
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
各
事
業
の
評
価
内
容
や
結
果

に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
　

　
皆
さ
ん
も
評
価
結
果
を
し
っ

か
り
チ
ェ
ッ
ク
！

　

政
策
評
価
委
員
会
は
、「
教
育
」「
医

療
・
保
健
・
福
祉
」「
産
業
」
の
分
野
か

ら
選
定
し
た
3
事
業
に
つ
い
て
報
告
書

を
ま
と
め
、
昨
年
12
月
9
日
、
町
に
提

出
し
ま
し
た
。　

　

委
員
会
は
10
月
か
ら
6
回
に
わ
た
り

開
催
。
評
価
に
お
け
る
基
礎
学
習
や
実

施
方
法
の
検
討
、
評
価
対
象
事
業
の
事

前
学
習
会
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
有

識
者
委
員
で
あ
る
北
星
学
園
大
学
の
鈴

木
克
典
教
授
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

事
業
内
容
の
把
握
に
精
力
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

端
委
員
長
は
「
町
民
目
線
を
大
切
に

し
な
が
ら
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
に
な
れ

ば
」と
述
べ
、
花
田
正
博
副
町
長
は「
い

た
だ
い
た
評
価
を
政
策
に
生
か
し
て
い

き
ま
す
」と
感
謝
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
委
員
会
で
は
最
終
内
部
評
価

や
予
算
編
成
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
次

年
度
の
評
価
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら

れ
る
予
定
で
す
。

町
民
目
線
で
よ
り
よ
い
事
業
を
！

政
策
評
価
委
員
会
が
報
告
書
を
提
出

外部
評価

◆問い合わせ　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

政策評価～まちの事業をしっかりチェック！

◆
政
策
評
価
委
員（
任
期
2
年
）

◇
委
員
長　
　
　

　

端は
し　

師の
り
た
か孝

◇
副
委
員
長

　

鈴
木
克
典（
北
星
学
園
大
学
教
授
）

◇
委
員

　

金
﨑
行
男

　

巽
た
つ
み　

優ゆ
う
わ和

　

西
岡
政
則（
栗
山
青
年
会
議
所
推
薦
）

　

村
中
京
子

Plan
（計画）

Do
（実施）Check

（評価）

Action
（改善）

計画（plan）、実施（do）、評価（check）、改善（act）
を順に実施。このプロセスを循環することによっ
て、継続的な改善活動を推進するマネジメント
手法のことを指します。

政策評価の流れ
9 ～ 10 月

2 次内部評価
（副町長）

1 次内部評価
（事業担当課）

最終内部評価
（町長）

次年度に向けて
事業を改善し、
予算編成に反映

11 月 12 ～ 2 月

外部評価
（政策評価委員会）

報告書による提言

1 次内部評価と 2 次内部評価の
結果を踏まえて外部評価

政策評価の結果（平成 27年度）
内部評価判定基準 一次評価 二次評価 最終評価 外部評価判定基準 評価

計画通り進める 155 事業 148 事業 148 事業 拡充して継続 0 事業
改善検討（事業費） 2 事業 2 事業 2 事業 現状通り継続 2 事業
改善検討（事業内容） 16 事業 15 事業 15 事業 改善を伴う継続 1 事業
改善検討（その他） 7 事業 13 事業 13 事業 縮小して継続 0 事業
抜本的見直し 0 事業 2 事業 2 事業 休・廃止検討 0 事業

合計 180 事業 180 事業 180 事業

PDCA サイクル
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28 年 4月からの

指定管理者
　昨年 10 月に募集した公募 22 施設と非公募 3 施設の指定管理者が、昨年 12 月 17 日の
議会定例会で議決されました。平成28年 4月1日から平成33年 3月31日までの5年間、
各管理者が以下の施設の管理運営を行っていきますのでお知らせします。
　今後も町民の皆さん、指定管理者、町が連携し、より効果的な施設運営と利用者サー
ビスの向上を図るさまざまな取り組みを展開していきます。

【問い合わせ】　町経営企画課行政経営グループ　☎ 73-7503

決定しました

4 月からの指定管理者が決定しました

栗山公園・夕張川河畔広場
【指定管理者】たかはしダリア

【選定理由】　
　栗山公園・ホワイトガーデンだけでなく、
町全体の観光案内窓口という意識の高い取り
組みや公園案内所・案内看板・園内インフォ
メーションマップの作成など、利用者の目線
に立った取り組みにより、さらなる利用者サー
ビスの向上に期待できる。
　花専門店としてのノウハウの活用や、スタッ
フの適正配置およびスキルアップ教育の徹底
により、迅速な対応を心掛けており、子ども
から高齢者まで安心して利用できる施設環境
づくりに期待できる。

社会体育施設 12施設

【指定管理者】株式会社  スイテック

【選定理由】　
　常に利用者目線での管理運営を心掛け、ア
ンケートなどに対応し、月曜休館日の開館や
夏季期間の祝日開館などが提案があり、利用
者サービス向上の取り組みに期待できる。
　民間の技術・経営ノウハウの活用、また、
それぞれの施設管理に必要な研修や資格取得
など、適正なスタッフの配置・人材活用につ
いて具体的に提案されており、今後の施設の
効率運営および快適な環境整備に期待できる。

スポーツセンター・総合グラウンド・栗夢広場・栗
山運動公園・ふじスポーツ広場・ふじ交流センター・
町民球場・栗山公園球場・栗山公園弓道場・栗山水
泳プール・角田水泳プール・継立水泳プール

社会教育施設など 7施設

【指定管理者】株式会社  日東総業

【選定理由】　
　これまでの指定管理者としての経験における
現状分析とそれを踏まえた事業展開の具体的な
提案があり、今後の利用者拡大に期待できる。
　地域住民の意見を取り入れ、「長期講座」の
開催など新たな事業の企画提案があり、地域に
開かれた施設運営、そして経費の縮減を徹底し
て最大の効果を目指す取り組みに期待できる。

くりやまカルチャープラザ・南部公民館・南部地区
町民センター・農村環境改善センター・農村環境改
善センターテニスコート・開拓記念館・泉記念館

栗山ダムパークゴルフコース
【指定管理者】クリーンセンター 株式会社

【選定理由】　
　近隣におけるパークゴルフ場やプレイヤー
の高齢化など利用者減が進む中、初心者を対
象とした講習会の開催、パークゴルフ協会や
町内連合会、さらには近隣パークゴルフ協会
を巻き込んで大会を開催するな
ど創意工夫を凝らしたさまざま
な事業実施による利用者拡大へ
の取り組みに期待できる。

いきいき交流プラザ
【指定管理者】

社会福祉法人
栗山町社会福祉協議会

【選定理由】　
　施設運営を行うために必要と
なる老人クラブ連合会などとの
連携体制が構築されており、ま
た事業拡大を目指す姿勢と介護
予防や高齢者の生きがいの場づ
くりなど、地域で支え合う仕組
みづくりを推進する取り組みに
期待できる。

図書館
【指定管理者】

特定非営利活動法人くりやま

【選定理由】　
　各種事業の継続実施に加え、
さらなる司書の専門性向上の取
り組み、また、町内関係団体と
の連携による委託事業の適正な
実施と新たな自主事業の提案な
ど、より町民に親
しまれる図書館運
営に期待できる。

勤労者福祉センター
【指定管理者】

栗山地区連合会

【選定理由】　
　これまで独自に取り組んだ施
設修繕や自主事業の実施による
利用者拡大の
取り組みなど、
適正かつ効率
的な施設の管
理運営に期待
できる。
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は
が
き
を
更
新
し
ま
し
た

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

疑
問
や
意
見
な
ど
を
う
か
が
う
「
く
り
や
ま

キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス
専
用
は
が
き
」
を
更
新
し

ま
し
た
。

　
広
報
く
り
や
ま
１
月
号
ま
で
で
お
届
け
し

た
は
が
き（
切
手
を
貼
る
場
所
に
13
と
印
刷
）

の
使
用
期
限
は
、今
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
、
広
報
く
り
や
ま
３
月
号
に
折
り
込

ん
だ
は
が
き
（
切
手
を
貼
る
場
所
に
11
と
印

刷
）
は
、使
用
期
限
を
更
新
し
た
も
の
で
す
。

　
次
回
投
書
か
ら
は
、
新
し
い
は
が
き
を
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

　

民
間
バ
ス
や
町
営
バ
ス

の
活
用
を

　

町
で
は
現
在
、
学
校
統
合
に
よ
り
遠
距
離

通
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
校
区
の
児
童
生
徒

を
対
象
と
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
栗
山
中
学
校
に
通
学
し
て

い
る
生
徒
の
う
ち
、
継
立
地
区
の
生
徒
に
つ

い
て
は
、
継
立
中
学
校
統
合
に
よ
る
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
角
田
地
区

に
つ
い
て
は
、
旧
杵
臼
小
学
校
が
角
田
小
学

校
に
統
合
す
る
校
区
の
生
徒
の
み
が
対
象
と

な
り
、市
街
地
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
象
者
を
増
や
す

こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
現
在
利
用
し
て
い
る

生
徒
の
通
学
時
間
が
大
幅
に
伸
び
る
可
能
性

や
、
バ
ス
の
乗
車
定
員
を
超
え
る
問
題
が
出

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

民
間
バ
ス
・
町
営
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
も
、

全
体
の
利
用
ニ
ー
ズ
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
す
ぐ
に
増
便
す
る
こ
と
は
難
し
い

状
況
で
す
。

　

現
在
、
栗
山
中
学
校
か
ら
角
田
市
街
地
に

向
け
た
学
校
下
校
時
間
（
午
後
３
時
か
ら
７

時
ま
で
）
の
民
間
バ
ス
・
町
営
バ
ス
は
10
本

運
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ご
活
用
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

角
田
市
街-

栗
山
中
学

校
間
の
バ
ス
改
善
を

　

角
田
市
街
地
在
住
の
中
学
生
の
通
学
手
段

と
し
て
、
バ
ス
運
行
を
改
善
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。
継
立
地
区
の
生
徒
は
、
利
便
の

良
い
専
用
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
あ
り
ま
す

が
、
角
田
市
街
地
の
子
ど
も
た
ち
に
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
の
バ
ス

の
本
数
も
少
な
く
、
親
の
自
家
用
車
で
の
送

迎
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
す
。

親
の
送
迎
が
不
可
能
な
場
合
は
ト
ラ
ッ
ク
の

多
い
国
道
を
40
分
歩
い
て
下
校
し
て
い
ま

す
。角
田
市
街
地
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
、

も
し
く
は
継
立
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
同
乗
、

あ
る
い
は
一
般
バ
ス
の
増
便
な
ど
を
検
討
願

い
ま
す
。（
40
代
女
性
）

さ
く
ら
公
園
の
遊
具
修

理
の
予
定
は
？

　

さ
く
ら
公
園（
松
風
３
）の
鉄
棒
を
直
す
予

定
は
あ
り
ま
す
か
。
１
年
近
く
壊
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
遊
具
の
補
修
も

併
せ
て
お
願
い
で
き
た
ら
大
変
う
れ
し
い
で

す
。
自
宅
に
近
く
、
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て

よ
く
遊
び
に
行
く
の
で
、
来
年
は
鉄
棒
を
さ

せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。（
40
代
女
性
）

来
年
度
の
実
施
を
予
定

　

公
園
の
遊
具
な
ど
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
よ
り
年
次
計
画
で
順
次
実
施
し
て

い
ま
す
。ご
質
問
の
さ
く
ら
公
園
の
鉄
棒
は
、

平
成
28
年
度
に
更
新
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
の

観
覧
席
に
ポ
ケ
ッ
ト
を

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル
の
観

覧
席
に
不
便
を
感
じ
ま
す
。
立
ち
上
が
る
と

椅
子
が
閉
じ
て
し
ま
う
作
り
の
た
め
、
講
演

会
な
ど
で
配
布
さ
れ
た
資
料
や
か
ば
ん
な
ど

を
置
い
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
前
の

座
席
の
背
も
た
れ
に
ポ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
と
便

利
だ
と
思
い
ま
す
。（
80
代
男
性
）

可
動
式
の
た
め
ポ
ケ
ッ

ト
設
置
は
不
可

　

多
目
的
ホ
ー
ル
の
観
覧
席
は
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
活
用
す
る
た
め
可
動
式
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
座
席
背
面
に
ポ
ケ
ッ
ト

な
ど
新
た
な
付
属
品
を
設
置
す
る
と
可
動
の

際
の
故
障
原
因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ご
提

案
の
よ
う
な
ポ
ケ
ッ
ト
設
置
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

旧

新

く

■あなたの声を しっかりキャッチ！
　　1 枚のはがきが 明日のくりやまを変える！

り まや
スイボチッャキ

【問い合わせ】　町総務課広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501

多目的ホールでは講演会など、
さまざまなイベントを実施

皆さんからのご意見お待ちしています！

２カ月に一度広報に折り込まれ

る専用はがきを切り取ってご利

用ください。

必要事項を記入してポストに投

函してください。（切手不要）

①広報折り込みの専用はがきで！

はがきをそのまま、またはお好

きな用紙に必要事項を記入し

て、『72-3179』に送信してく

ださい。

②ＦＡＸで！

下記アドレスから
https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/

EntryForm?id=SfQnm4ig

または町ホームページトップ画

面の注目情報（画面右側）から

専用フォームにアクセス

③ホームページ専用フォームで！

番号13
古いはがき

公園遊具は年次計画に基づき、
順次更新を実施

番号11
新しいはがき

小・中学校の統廃合に伴い、スクールバス
を導入し現在 6 コースで運行中

※使用期限は平成 28 年 3 月まで
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▼
学
校
管
理
下
負
傷
事
故
に
係
る
和
解
及

び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

　

学
校
管
理
下
で
の
ス
キ
ー
学
習
時
に
発

生
し
た
負
傷
事
故
の
和
解
お
よ
び
損
害

賠
償
金
額
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
に

よ
る
関
係
部
分
の
条
例
改
正
に
係
る
専

決
処
分
で
す
。

報
　
告

▼
平
成
27
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
６
５
７
万
６
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
86
億
６
２
５
３
万
２

千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、

人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
な
ど
に
係

る
補
正
で
す
。

▼
平
成
27
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
21
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
1
億
3
3
9
9
万
8
千
円
と

す
る
も
の
で
、
内
容
は
人
事
院
勧
告
に

伴
う
人
件
費
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
27
年
度
栗
山
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
６
万
９
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
14
億
１
９
４
４
万
７
千
円

と
す
る
も
の
で
、
内
容
は
人
事
院
勧
告

に
伴
う
人
件
費
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

以
上
の
３
件
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
、
給
料
お
よ
び
勤
勉
手
当
の
支
給
率

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
　
案

議会の動き
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平成 28年　町内会長・自治会長
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南
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手

桜

丘

松

栄

中

央

朝

日

朝
日
４
丁
目

栗

山

農

事

中

里

団

地

睦

大　

沼　
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明
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統　

央
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淳

名
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勉
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彦
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晴
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強
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則
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彦
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治
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則
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清
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間　
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之
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之
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憲
次
郎

福　
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力
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慶

八
木
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義　

則
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雄

椛　
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彦

古　

瀬　

一　

芳

渡　

辺　
　
　

満

秦　
　
　

則　

行

中　
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清　

治

幅　
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武　

道
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信

中　

井　
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好

木　
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等　

嗣

平　

田　

善　

治

渕　

野　
　
　

巌

橋　

本　

慶　

子

三　

好　

博　

彰

正　

井　

文　

雄

橋　

場　

一　

敏

坂　

井　

政　

美

日　

置　

正　

敏

南　

部　

政　

幸

広　

坂　

公　

宏

山　

本　

行　

雄

西　

田　

秀　

樹

石　

田　

茂　

幸

渡　

辺　

英　

樹

岩　

花　

義　

勝

高　

橋　

浩　

一

笹　

谷　

和　

広

大　

平　

逸　

男

川　

瀬　

昭　

典

川　

浦　

慶　

一

市　

川　

耕　

一

飯　

尾　

憲　

男

草　

間　

真　

性

新

里

と

き

わ

湯

地

中

央

ふ

じ

団

地

み
な
み
中
里

青

葉

道

栄

富

士

中

里

湯

地

森

鳩

山

雨

煙

別

緑

丘

北

学

田

桜

山

杵

臼

旭

台

共

和

三

日

月

阿

野

呂

大

井

分

南

学

田

御

園

南

角

田

円

山

東

山

滝

下

角
田
町
内
会
連
合
会

継
立
町
内
連
合
会

日
出
連
合
町
内
会

町
で
は
、
町
民
参
加
の
機
会
を
広
げ
る
た
め
に
、
各
種
審
議
会
・
委
員
会
な
ど
の
公
募

を
推
進
し
て
い
ま
す
。 ま
ち
づ
く
り
審
議
会
・
委
員
会

募
集

　

国
の
法
律
（
文
化
財
保
護
法
）
に
規
定

す
る
有
形
・
無
形
・
民
俗
文
化
財
お
よ
び

記
念
物
の
指
定
、
保
存
、
活
用
に
関
す
る

内
容
を
協
議
し
ま
す
。

■
公
募
人
数

　

１
人
（
総
委
員
数
６
人
）

■
任
　
　
期

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で
（
２
年
間
）

■
会
議
な
ど

　

平
日
の
昼
間
に
開
催
予
定
（
年
４
回
、

会
議
１
回
１
２
０
分
程
度
）

※
会
議
１
回
出
席
に
つ
き
４
０
０
０
円
の

謝
礼
を
支
払
い
ま
す
。

※
こ
の
会
議
は
原
則
公
開
で
す
。

■
応
募
資
格　

○
町
内
に
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は
在
学
さ

れ
て
い
る
満
18
歳
以
上
の
方

※
３
機
関
以
上
の
町
の
審
議
会
・
委
員
会

な
ど
の
委
員
を
さ
れ
て
い
る
方
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
間

　
３
月
22
日
㈫
ま
で
（ 

締
切
日
必
着
）

平成 28 年第１回栗山町議会臨時会に
おいて、次の議案が審議されました。

（２月１日招集）

１年間よろしくお願いします

■
応
募
方
法　

○
専
用
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
左
記
申
込
先
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
申
込
書
は
左
記
申
込
先
で
お
渡
し
す
る

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
決
定
方
法　

　

申
込
書
に
よ
る
書
類
選
考
お
よ
び
面
談

※
申
込
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

　

℻
�
６
５
２
２

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

syakaikyouiku-g@
tow
n.kuriyam

a.
hokkaido.jp

栗
山
町
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員

町有形文化財「泉記念館」

町無形民俗文化財「角田獅子舞」

（
敬
称
略
）


